
【 緒言 】 

【 エネルギー／ユーティリティ／次世代蓄電産業・業界 マクロ動向 】 

1 電力系統増強/送配電 DX：エネルギー・ユーティリティ産業フォーサイト 2026-2030 

1.1 構造的背景と技術原理 

1.2 ビジネスモデルの類型と差別化戦略 

① HVDC-EPC/LTSA モデル（日立エネルギー型） 

② GETs「建設なき増容量」モデル（Smart Wires 型） 

③ 物理デジタルツインモデル（Neara 型） 

④ グリッドオーケストレーションプラットフォームモデル（GE Vernova 型） 

⑤ 送配電ドローン/AI 点検 DX モデル 

1.3 市場規模と投資動向 

① グローバル送配電投資の全体像 

② 主要投資/プロジェクト 

1.4 2030 年に向けた展開シナリオ 

① ベースシナリオ：物理増強＋段階的 DX 

② 加速シナリオ：データセンター駆動型系統再編 

③ リスクシナリオ：サプライチェーン/許認可ボトルネック 

1.5 地域別動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本 

④ アジア太平洋（日本以外） 

1.6 主要参入企業プロファイル 

1.7 課題とリスク要因 

① 許認可と建設リードタイムの長期化 

② サプライチェーンの逼迫 

③ 相互運用性と標準化 

④ 熟練人材の不足 

1.8 スタートアップ動向とエコシステム 

① GETs スタートアップ 

② デジタルツイン/AI スタートアップ 

③ 海底ケーブル/コネクタ技術 

1.9 References 

2 高圧直流送電（HVDC）網の拡充：エネルギー・ユーティリティ産業フォーサイト 2026-2030 

2.1 技術原理と構造的意義 

2.2 ビジネスモデルの類型と差別化戦略 



① EPC/ターンキーモデル（日立エネルギー、Siemens Energy 型） 

② 海底ケーブルターンキーモデル（Prysmian、NKT 型） 

③ LTSA リカーリングモデル 

④ マルチターミナル DC ハブモデル（次世代） 

2.3 市場規模と投資動向 

① HVDC グローバル市場 

② 主要プロジェクトパイプライン 

③ 日本の広域系統マスタープラン 

2.4 2030 年に向けた展開シナリオ 

① ベースシナリオ：P2P HVDC 大量発注期 

② 加速シナリオ：マルチターミナル DC 網の実用化 

③ リスクシナリオ：サプライチェーン/許認可ボトルネック 

2.5 地域別動向 

① 欧州 

② 北米 

③ アジア太平洋 

2.6 主要参入企業プロファイル 

2.7 課題とリスク要因 

① マルチベンダー相互運用性 

② サプライチェーンの逼迫 

③ HVDC 遮断器の商用化遅延 

④ 許認可と環境影響評価 

2.8 スタートアップ/先端 R&D 動向 

① SuperGrid Institute（フランス、2014 年設立） 

② Smart Wires（米国、2010 年設立） 

③ Heimdall Power（ノルウェー、2016 年設立） 

2.9 References 

3 エネルギー・ユーティリティ産業におけるスマート配送フォーサイト 2026-2030 

3.1 スマート配送の定義と位置づけ 

3.2 卓越したビジネスモデルの類型 

① データ駆動型需要レスポンス配送モデル 

② グリーン・ラストマイル配送モデル 

③ 自律型配送ロボット・ドローンサービスモデル 

④ プラットフォーム型スマートロジスティクスモデル 

3.3 構造原理と価値創造メカニズム 

3.4 業界構造とエコシステム 



3.5 市場・投資動向 

3.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ 1：グリーンユーティリティ・ロジスティクス標準化 

② シナリオ 2：マルチモーダル・オートノマス配送ネットワーク 

③ シナリオ 3：断片化と規制制約による部分最適 

3.7 地域別（国別）動向の概観 

① 北米 

② 欧州 

③ アジア太平洋 

④ 日本 

3.8 代表的な参入企業（国内外） 

3.9 主な課題 

3.10 スタートアップ動向 

3.11 戦略的インプリケーション 

4 データセンターとエネルギーシステムのグローバルな接続性フォーサイト 2026-2030 

4.1 テーマの定義と問題意識 

4.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① グローバル・バーチャルパワープラントとしてのデータセンター 

② グリーン・インターコネクテッド・データセンターハブモデル 

③ コロケーション×エネルギー最適化サービスモデル 

④ 海底ケーブル＋電力インフラ連動モデル 

4.3 構造原理：エネルギー×データのダブル最適化 

4.4 業界構造とステークホルダー 

4.5 市場・投資動向 

4.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：グローバル・エネルギーオーケストレーションの実現 

② シナリオ B：地域ブロック化と部分的連結 

③ シナリオ C：需給逼迫とローカル優先主義 

4.7 地域別（国別）動向 

① 北米 

② 欧州 

③ アジア太平洋 

④ 中東・アフリカ 

4.8 代表的な参入企業（例示） 

4.9 主な課題 

4.10 スタートアップ動向 



4.11 戦略的示唆 

5 系統連系サービス（系統影響評価／潮流・短絡・保護協調／無効電力計画） 

5.1 1 系統連系サービスの位置づけと構造原理 

5.2 2 業界構造と主要プレーヤー 

① 2.1 業界構造の全体像 

② 2.2 代表的な参入企業（国内外 5 社程度） 

5.3 3 市場・投資動向 

① 3.1 グローバル市場規模 

② 3.2 インタコネクションキュー問題とコンサル需要 

5.4 4 先進ビジネスモデル 

① 4.1 「解析 SaaS＋コンサル」ハイブリッドモデル 

② 4.2 「クラスター・リージョン別マルチクライアント」モデル 

③ 4.3 「デジタルツイン連携系統連系サービス」モデル 

5.5 5 2030 年に向けた展開シナリオ 

① 5.1 ベースシナリオ：高成長の持続 

② 5.2 加速シナリオ：インタコネクション・クライシス解消ドライブ 

③ 5.3 リスクシナリオ：規制遅れと人材不足 

5.6 6 地域別（国別）動向 

① 6.1 北米 

② 6.2 欧州 

③ 6.3 アジア太平洋 

5.7 7 課題とボトルネック 

① 7.1 モデル・データの標準化不足 

② 7.2 高度人材不足と属人化 

③ 7.3 規制の不確実性とコスト回収 

5.8 8 スタートアップ動向 

5.9 9 まとめ：フォーサイト 2026-2030 

【 送配電・グリッドモダナイゼーション 】 

6 グリッドモダナイゼーション：エネルギー・ユーティリティ産業フォーサイト 2026-2030 

6.1 技術原理と構造的背景 

6.2 ビジネスモデルの類型と差別化戦略 

① フルスタックプラットフォームモデル（Schneider Electric 型） 

② GETs（送電網強化技術）による「建設なき増容量」モデル 

③ AI 駆動型ビル VPP（仮想発電所）モデル（GridPoint 型） 

④ Grid-as-a-Service（GaaS）モデル 

6.3 市場規模と投資動向 



① グリッドモダナイゼーション市場の全体像 

② 主要投資/プロジェクト 

6.4 2030 年に向けた展開シナリオ 

① ベースシナリオ 

② DER 主導変革シナリオ 

③ レジリエンス優先シナリオ 

6.5 地域別動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本 

④ アジア太平洋（日本以外） 

6.6 主要参入企業プロファイル 

① Schneider Electric（フランス） 

② 日立エネルギー（日本/スイス） 

③ Heimdall Power（ノルウェー） 

④ GridPoint（米国） 

⑤ LineVision（米国） 

6.7 課題とリスク要因 

① 規制と料金回収の遅延 

② サイバーセキュリティの脅威 

③ 相互接続待ち行列の長期化 

④ 人材とスキルギャップ 

6.8 スタートアップ動向とエコシステム 

① GETs スタートアップの台頭 

② AI/ソフトウェア主導のグリッドプラットフォーム 

③ デジタルツインとシミュレーション 

6.9 References 

7 スマートグリッド：エネルギー・ユーティリティ産業フォーサイト 2026-2030 

7.1 定義と技術アーキテクチャ 

7.2 ビジネスモデルの類型と革新構造 

① グリッドオーケストレーションプラットフォームモデル（GE Vernova GridOS 型） 

② AI-as-a-Service ユーティリティプラットフォームモデル（Kraken 型） 

③ V2G アグリゲーション VPP モデル（Nuvve 型） 

④ Grid Edge Intelligence モデル（Itron 型） 

⑤ プロシューマーオーケストレーションモデル（Schneider Electric 型） 

7.3 市場規模と投資動向 



① グローバルスマートグリッド市場 

② 主要資金調達/投資 

7.4 2030 年に向けた展開シナリオ 

① ベースシナリオ：段階的デジタル化 

② 加速シナリオ：認知的自律グリッド 

③ リスクシナリオ：サイバー脅威/規制遅延 

7.5 地域別動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本 

④ アジア太平洋（日本以外） 

7.6 主要参入企業プロファイル 

7.7 課題とリスク要因 

① サイバーセキュリティの構造的脅威 

② データ相互運用性と標準化の遅延 

③ 規制と市場設計の不均一 

④ 熟練人材の不足 

7.8 スタートアップ動向とエコシステム 

① V2G/アグリゲーション領域 

② AI/ソフトウェアプラットフォーム領域 

③ デジタルツイン/アナリティクス領域 

7.9 References 

8 送配電網デジタルツインサービス 

8.1 構造的背景と技術原理 

8.2 ビジネスモデルの類型と差別化戦略 

① SaaS 物理デジタルツインモデル（Neara 型） 

② 統合プラットフォームモデル（Schneider Electric 型） 

③ インフラエンジニアリングデジタルツインモデル（Bentley Systems 型） 

④ グリッドオーケストレーション/Visual Intelligence モデル（GE Vernova 型） 

8.3 市場規模と投資動向 

8.4 2030 年に向けた展開シナリオ 

① ベースシナリオ：資産単位のデジタルツイン普及 

② 加速シナリオ：系統全体デジタルツインの実現 

③ リスクシナリオ：データ統合/サイバーセキュリティ障壁 

8.5 地域別動向 

① 北米 



② 欧州 

③ アジア太平洋 

8.6 主要参入企業プロファイル 

8.7 課題とリスク要因 

① データ統合の複雑性 

② サイバーセキュリティリスク 

③ 高コストと ROI 実証 

④ 物理モデルの精度と検証 

8.8 スタートアップ動向とエコシステム 

① Neara（豪州、2016 年設立） 

② eRoots Analytics（スペイン） 

③ 257（英国） 

④ StellarBlue 

8.9 References 

9 配電 AI：エネルギー・ユーティリティ産業フォーサイト 2026-2030 

9.1 技術原理と構造的背景 

9.2 ビジネスモデルの類型と革新構造 

① グリッドオーケストレーションプラットフォームモデル（GE Vernova GridOS 型） 

② AI レジリエンスソフトウェアモデル（Itron/Urbint 型） 

③ 物理デジタルツインモデル（Neara 型） 

④ エッジ AI 分析モデル（Grid4C 型） 

⑤ 設備保全 AI モデル（日立製作所型） 

9.3 市場規模と投資動向 

① 配電 AI 関連市場の定量データ 

② 主要投資/M&A 

9.4 2030 年に向けた展開シナリオ 

① ベースシナリオ：段階的 AI 統合 

② 加速シナリオ：自律配電グリッド 

③ リスクシナリオ：AI 信頼性/規制障壁 

9.5 地域別動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本 

④ アジア太平洋（日本以外） 

9.6 主要参入企業プロファイル 

9.7 課題とリスク要因 



① AI の説明可能性と規制適合 

② データ品質とレガシーシステム統合 

③ サイバーセキュリティ 

④ 熟練人材の不足 

9.8 スタートアップ動向とエコシステム 

① デジタルツイン/シミュレーション領域 

② AI 予知保全/レジリエンス領域 

③ エッジ AI/グリッドアナリティクス領域 

9.9 References 

【 分散型エネルギー・需要側管理 】 

10 デマンドレスポンス集約事業者フォーサイト 2026-2030 

10.1 デマンドレスポンス集約事業者の定義と役割 

10.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① マルチマーケット最適化型アグリゲーション 

② エネルギーコスト最適化 SaaS と一体化したモデル 

③ EV・データセンター・冷凍倉庫など新興負荷特化型モデル 

④ コミュニティ DR・ローカルフレックスモデル 

⑤ カーボン指標連動型デマンドレスポンス 

10.3 構造原理：情報・インセンティブ・リスク管理 

10.4 業界構造 

10.5 市場・投資動向 

10.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：DR 主流化とアグリゲーターの制度的確立 

② シナリオ B：部分的活用とニッチ市場への限定 

③ シナリオ C：統合エネルギープラットフォームへの進化 

10.7 地域別（国別）動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・アフリカ・ラテンアメリカ 

10.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

10.9 主な課題 

10.10 スタートアップ動向 

10.11 戦略的インプリケーション 

11 マイクログリッド-as-a-Service フォーサイト 2026-2030 

11.1 マイクログリッド-as-a-Service の定義と位置づけ 



11.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① インフラ所有分離型 MGaaS（第三者所有モデル） 

② コミュニティ・マイクログリッド共同所有モデル 

③ クリティカルインフラ向けレジリエンス・サービスモデル 

④ 産業プロセス統合型マイクログリッド 

⑤ グリッドサービス連動型 MGaaS 

11.3 構造原理：技術・ファイナンス・契約の統合 

11.4 業界構造 

11.5 市場・投資動向 

11.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：レジリエンス規制ドリブンの急成長 

② シナリオ B：脱炭素・再エネ統合の補完ツールとしての定着 

③ シナリオ C：規制・系統制約による限定的普及 

11.7 地域別（国別）動向 

① 北米 

② 欧州 

③ アジア太平洋（日本を含む） 

④ 中東・アフリカ・ラテンアメリカ 

11.8 代表的な参入企業の類型（国内外 5 社程度） 

11.9 主な課題 

11.10 スタートアップ動向 

11.11 戦略的インプリケーション 

12 仮想発電所（VPP）フォーサイト 2026-2030 

12.1 VPP の定義とエネルギー・ユーティリティにおける位置づけ 

12.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 需要家アグリゲーション型フレキシビリティサービス 

② 産業需要家向けデマンドフレックス・プラットフォーム 

③ EV・モビリティ連携型 VPP 

④ マルチエネルギー統合 VPP 

⑤ デジタル PPA・カーボンマネジメント連動 VPP 

12.3 構造原理：技術・市場・制度の三層構造 

12.4 業界構造 

12.5 市場・投資動向 

12.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ 1：VPP メインストリーム化と系統統合 

② シナリオ 2：ニッチ・補完的役割にとどまる展開 



③ シナリオ 3：デジタル・エネルギー統合プラットフォームへの進化 

12.7 地域別動向の概観 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・東アジア 

④ その他地域 

12.8 代表的な参入企業の類型（国内外 5 社程度のイメージ） 

12.9 主な課題 

12.10 スタートアップ動向 

12.11 戦略的インプリケーション 

13 EV 超急速充電網／車網連携フォーサイト 2026-2030 

13.1 テーマの定義と位置づけ 

13.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① ハイウェイ・ハブ型超急速充電＋エネルギー最適化モデル 

② フリート特化型 Charging-as-a-Service＋V2G モデル 

③ 都市分散充電＋ビル連携モデル 

④ ローミング・プラットフォーム型ビジネス 

⑤ V2G アグリゲーション＋カーボンマネジメントモデル 

13.3 構造原理：電動モビリティと電力システムの二重最適化 

13.4 業界構造 

13.5 市場・投資動向 

13.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ 1：超急速充電網の社会インフラ化と V2G の本格実装 

② シナリオ 2：急速充電中心・V2G は限定的 

③ シナリオ 3：規制・系統制約による展開鈍化 

13.7 地域別（国別）動向の概観 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・アフリカ・ラテンアメリカ 

13.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

13.9 主な課題 

13.10 スタートアップ動向 

13.11 戦略的インプリケーション 

14 量子ハイブリッド加速を用いた確率的再エネ・蓄電グリッド最適化フォーサイト 2026-2030 

14.1 テーマの定義と問題意識 



14.2 卓越した先進的ビジネスモデル 
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53.9 スタートアップとイノベーション動向 

53.10 出典 

53.11 References 

54 地熱（EGS／閉ループ）統合産業フォーサイト 2026-2030 

54.1 産業概観と統合的位置づけ 

54.2 データセンター需要との構造的結合 

① テック企業の地熱 PPA ラッシュ 

② 稼働率の構造的優位性 

54.3 石油ガスセクターからの産業移転 

① Baker Hughes：800MW の地熱ティッピングポイント 

② 石油ガスメジャーの参入加速 

54.4 超臨界地熱（SHR）への進化パス 

① IDDP-3：400℃超の地熱フロンティア 

② SHR への EGS/閉ループの収斂 

54.5 先進的ビジネスモデルの類型 

① データセンター直結型（Behind-the-Meter） 

② 石炭/ガス田跡地リプレースモデル 

③ OG サービス転用型（EGS プラットフォーム） 

54.6 市場規模と投資動向 



54.7 地域別動向 

① 米国 

② 欧州 

③ アイスランド 

④ 日本 

54.8 主要参入企業 

54.9 課題と構造的リスク 

① 掘削コストの支配性 

② 誘発地震と社会的受容性 

③ 水資源との競合 

54.10 スタートアップとイノベーション動向 

54.11 出典 

54.12 References 

【 代替燃料・パワートゥーX 】 

55 e 燃料（合成航空燃料）フォーサイト 2026-2030 

55.1 テーマの定義と技術的位置づけ 

55.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 再エネ超過電力活用型 Power-to-Liquid モデル 

② グリーン水素・CO2 ハブ統合モデル 

③ 航空会社・企業顧客向け長期 e 燃料オフテイク＋クレジットモデル 

④ 産業共用インフラとしての CO2・水素バックボーンモデル 

⑤ 規制プレミアム市場をターゲットとしたニッチ高付加価値モデル 

55.3 構造原理：電力・炭素・分子のクロスセクターカップリング 

55.4 業界構造 

55.5 市場・投資動向 

55.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：規制ドリブンでの着実な立ち上がり 

② シナリオ B：政策遅延とコスト高による停滞 

③ シナリオ C：エネルギー安全保障と産業政策の観点から加速 

55.7 地域別（国別）動向 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・中南米・アフリカ 

55.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

55.9 主な課題 



55.10 スタートアップ動向 

55.11 戦略的インプリケーション 

56 バイオメタン/再生可能天然ガス（RNG）開発事業フォーサイト 2026-2030 

56.1 テーマの定義と位置づけ 

56.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 農業バリューチェーン統合型 RNG クラスターモデル 

② 都市循環型 RNG＋廃棄物マネジメントモデル 

③ RNG クレジット・属性証書マーケットプレイス連動モデル 

④ ガスユーティリティの「グリーンガス・ポートフォリオ」モデル 

⑤ カーボンネガティブ RNG（BECCS/Bio-CCS）モデル 

56.3 構造原理：メタン削減と既存ガスインフラ活用 

56.4 業界構造 

56.5 市場・投資動向 

56.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：RNG がガス脱炭素化の基盤として拡大 

② シナリオ B：限定的ニッチ市場にとどまる 

③ シナリオ C：カーボンネガティブ価値を持つプレミアム商品へ 

56.7 地域別（国別）動向 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中南米・アフリカ 

56.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

56.9 主な課題 

56.10 スタートアップ動向 

56.11 戦略的インプリケーション 

57 パワー・トゥ・ガス事業フォーサイト 2026-2030 

57.1 テーマの定義と技術的位置づけ 

57.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 再エネ出力抑制削減＋水素・メタン販売モデル 

② 産業クラスター向けグリーン水素・メタン供給ハブモデル 

③ ガス配管への水素・合成メタンブレンディングモデル 

④ e 燃料・合成メタン輸出型ハブモデル 

⑤ 系統安定化サービスと市場取引統合モデル 

57.3 構造原理：セクターカップリングとエネルギー貯蔵 

57.4 業界構造 



57.5 市場・投資動向 

57.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：水素・ガス戦略の中核として PtG が定着 

② シナリオ B：限定用途にとどまる補完技術 

③ シナリオ C：e 燃料・水素輸出産業の基盤として急成長 

57.7 地域別（国別）動向の概観 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・中南米・アフリカ 

57.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

57.9 主な課題 

57.10 スタートアップ動向 

57.11 戦略的インプリケーション 

58 メタノール船舶燃料供給フォーサイト 2026-2030 

58.1 テーマの定義と位置づけ 

58.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① グリーン/ブルー・メタノール統合サプライモデル 

② 港湾クラスター型バンカリングハブモデル 

③ 船社・貨物主連携のグリーンフレート/インセットモデル 

④ メタノール製造・船舶燃料・化学市場を跨ぐポートフォリオモデル 

⑤ e メタノール・クレジット連動モデル 

58.3 構造原理：燃料転換とサプライチェーン統合 

58.4 業界構造 

58.5 市場・投資動向 

58.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：メタノールが主要代替船舶燃料として定着 

② シナリオ B：燃料多様化の一選択肢にとどまる 

③ シナリオ C：グリーンメタノールの高コストが普及を制約 

58.7 地域別（国別）動向 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・中南米・アフリカ 

58.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

58.9 主な課題 



58.10 スタートアップ動向 

58.11 戦略的インプリケーション 

59 固体酸化物電解装置（SOEC）フォーサイト 2026-2030 

59.1 テーマの定義と技術的特徴 

59.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 高温プロセス統合型グリーン水素サプライモデル 

② e 燃料・合成メタンプロジェクト向け SOEC 拠点モデル 

③ グリッドフレキシビリティ・リバーシブル SOFC/SOEC モデル 

④ スタック量産＋ライセンス・OEM モデル 

⑤ SOEC＋CCUS 統合によるカーボンネガティブ化学製造モデル 

59.3 構造原理：高温熱利用と電力削減 

59.4 業界構造 

59.5 市場・投資動向 

59.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：産業統合型 SOEC の本格商用化 

② シナリオ B：技術・信頼性課題による限定的普及 

③ シナリオ C：リバーシブル SOFC/SOEC と e 燃料統合による急成長 

59.7 地域別（国別）動向 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・中南米・その他地域 

59.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

59.9 主な課題 

59.10 スタートアップ動向 

59.11 戦略的インプリケーション 

60 再生可能ディーゼル（HVO）フォーサイト 2026-2030 

60.1 テーマの定義と技術的背景 

60.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 廃棄物フィードストック統合型 HVO モデル 

② 石油精製所転換・共処理型モデル 

③ フリート向け「カーボンニュートラルディーゼル・アズ・ア・サービス」 

④ セクター横断ポートフォリオ型再生可能燃料事業 

⑤ 地域循環型 HVO＋ローカルブランドモデル 

60.3 構造原理：フィードストック制約とドロップイン互換性 

60.4 業界構造 



60.5 市場・投資動向 

60.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：重輸送セクターの脱炭素主力として HVO が定着 

② シナリオ B：電動化・水素化の進展で補完的役割に後退 

③ シナリオ C：持続可能性規制強化による質へのシフト 

60.7 地域別（国別）動向 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中南米・アフリカ 

60.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

60.9 主な課題 

60.10 スタートアップ動向 

60.11 戦略的インプリケーション 

61 持続可能な航空燃料（HEFA/FT）フォーサイト 2026-2030 

61.1 テーマの定義と技術的背景 

61.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 廃棄物チェーン統合型 HEFA モデル 

② バイオリファイナリー×航空会社オフテイク連携モデル 

③ ごみ・バイオマス由来 FT SAF＋廃棄物管理モデル 

④ SAF 証書・ブック＆クレーム（Book & Claim）プラットフォーム連動モデル 

⑤ 電力・水素・CO2 連携型パワー・トゥ・リキッド FT モデル 

61.3 構造原理：フィードストック・プロセス・オフテイクの三位一体 

61.4 業界構造 

61.5 市場・投資動向 

61.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：SAF 主流化の加速と HEFA/FT の量産 

② シナリオ B：限定的普及とニッチ市場へのとどまり 

③ シナリオ C：技術多様化と Power-to-Liquid へのシフト 

61.7 地域別（国別）動向 

① 欧州 

② 北米 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・中南米・アフリカ 

61.8 代表的な参入企業（類型ベース） 

61.9 主な課題 



61.10 スタートアップ動向 

61.11 戦略的インプリケーション 

62 量子化学パイプラインによる水素／アンモニア触媒および膜の発見フォーサイト 2026-

2030 

62.1 テーマの定義と位置づけ 

62.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① 材料探索 SaaS／MaaS（Materials-as-a-Service）モデル 

② 共同開発コンソーシアム／IP シェアモデル 

③ 量子計算補完ハイブリッドモデル 

④ 計算－実験自動ループ型ラボ・アズ・ア・サービス 

⑤ IP ホールディング／ライセンシングモデル 

62.3 構造原理：データ蓄積・モデル改善・IP ポジションの自己強化ループ 

62.4 業界構造 

62.5 市場・投資動向 

62.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：標準インフラへの昇格 

② シナリオ B：ハイエンド案件限定の補完ツール 

③ シナリオ C：量子計算・ロボティクスの成熟によるゲームチェンジ 

62.7 地域別（国別）動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本・韓国・中国 

④ 中東・豪州・南米など輸出ポテンシャル地域 

62.8 想定される参入企業タイプ（国内外 5 社イメージ） 

62.9 主な課題 

62.10 スタートアップ動向 

62.11 戦略的インプリケーション 

63 量子化学パイプラインによる水素／アンモニア触媒および膜の発見フォーサイト 2026-

2030 

63.1 テーマの定義と技術的背景 

63.2 卓越した先進的ビジネスモデル 

① マテリアルズ・アズ・ア・サービス（MaaS）モデル 

② 共同開発・IP シェア型コンソーシアムモデル 

③ 量子計算機連携のハイブリッド探索モデル 

④ 組成・構造空間の自動探索×実験ロボティクス連携モデル 

⑤ 触媒・膜 IP ポートフォリオ投資・ライセンシングモデル 



63.3 構造原理：データ駆動型材料探索とネットワーク外部性 

63.4 業界構造 

63.5 市場・投資動向 

63.6 2030 年に向けた展開シナリオ 

① シナリオ A：産業標準としての定着 

② シナリオ B：一部用途に限定された補完ツール 

③ シナリオ C：量子計算機・ロボティクス統合による急成長 

63.7 地域別動向 

① 北米 

② 欧州 

③ 日本・アジア太平洋 

④ 中東・その他地域 

63.8 代表的な参入企業（イメージ） 

63.9 主な課題 

63.10 スタートアップ動向 

63.11 戦略的インプリケーション 


